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α(w, wi)は、コーパスから計算される w と wi の相関値で

あるが、本研究では相関値として対数尤度比を採用する。

すなわち、 
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ここに、݊ଵ, ݊ଶは w, wi それぞれの出現頻度、݉は w と

wi のウィンドウ共起頻度、ܰ はコーパスの延べ単語数で

ある。 

(注) 文脈ベクトルは各次元が当該言語の 1 つの単語

に対応し、各次元の値がその次元の単語の相関値であ

る。通常、非常に次元の大きなベクトルで、大部分の

次元の値はゼロである。本稿では、スペースの関係で、

非ゼロの値をもつ次元の単語とその相関値を列挙す

る表現をとる。 

(2) 日本語の単語を割り当てる synset 候補の選定 

日本語の単語に対し、対訳辞書が示す英語の訳語を含

む synset を選定する。例えば、「工場」に対し,その訳語

「plant」を含む synset である 03956922-n, 00017222-n な

ど（synset を ID で表記）が選定される。 

(3) synset 候補に対する語義ベクトルの生成 

synset の定義文から内容語を抽出し、単語の２値ベク

トルとして表現する。これを語義ベクトルと呼ぶ。synset 

s の語義ベクトルの内容語 vi を表す次元の値λi は次のと

おりである。 
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ここに、G(s)は synset s の定義文に含まれる内容語の集

合である。例えば、03956922-n、00017222-n に対してそ
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(4) 文脈ベクトルと語義ベクトルの類似度の計算 

文脈ベクトルは各次元が日本語の単語に対応したベ

クトルであるが、各次元が英語の単語に対応したベクト

ルである語義ベクトルとの類似度を計算するため、対訳

辞書を参照し、各次元が英語の単語に対応したベクトル

に翻訳する(Fung and Yee 1998; Rapp 1999)。例えば、「工

場」の文脈ベクトルは次のように翻訳される。 
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日本語の単語 w と synset 候補 s の類似度を次のよう

にコサイン係数で計算する。 

|)(||)('|

)()('
),(

sw

sw
swSim

sc
sc
⋅
⋅

=  

この結果に基づいて、日本語の単語を類似度の高い

synset 候補に割り当てる。上の例では、「工場」が synset 

03956922-n に割り当てられる。 

 以上が基本的な方法であるが、これには次のような問

題点がある。 

(a) 語義ベクトルは、定義文に含まれる内容語が synset

の意味を示唆するという仮説に基づいているが、定

義文に含まれる内容語の中にはそうでないものも

含まれる。 

(b) 定義文は短いので、語義ベクトルは非ゼロの次元が

非常に少なく、synset の意味を十分に特徴づけられ

ないものも多い。 

(c) 語義ベクトルと文脈ベクトルは少し異なる。文脈ベ

クトルどうしの類似度が分布仮説に裏付けられて
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synset の語義ベクトルの類似度がどの程度有効で

あるか必ずしも明らかでない。 

 

3.2 拡張１：語義ベクトルの要素の重みづけ 
 3.1 で述べた問題点(a)に対しては、定義文に含まれる

内容語のうち synset の意味を示唆するものに大きな重

みを与えればよい。そのため、当該 synset と近い意味を

表す下位/兄弟 synset の定義文を利用する。これらの定

義文にも含まれる内容語は当該 synset の意味を示唆す

るものが多いという仮説に基づき、synset s の語義ベク

トルの内容語 vi を表す次元の値を次のように定義する。
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ここに、Hyp(s)と Sib(s)は synset s の下位 synset の集合と

兄弟 synset の集合である。 

 このように重みを付与する場合、定義文に含まれる内

容語だけでなく、synset の構成要素にも非ゼロの値を与
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 なお、重みを付与しない場合に synset の構成要素を利

用しない理由は、それを含むすべての synset の語義ベク

トルに同じ重みで加えられても、それらの synset の文脈

ベクトルとの類似度の値に差を生じないからである。 
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語義ベクトル

の計６つの案で

n の精度、す

が含まれる比

が含まれる syn

できる方法であ

であるかどう

いので、再現率

を表 2 にまと

向上しており

すなわち、定義

下位 synset や

けることでよ

できる。 

の精度は低く

語義ベクトル

る内容語の文

たと思われる。

む文脈ベクト

極めて高い相

予定である。 

ルの比較実験 

EDR, EDICT、

。レファレ

et el., 2008) 

語 WordNet

et が 2 つ以

度が 1000 以

テストセッ

うち日本語

のとおりで

t 数 

を行った。vi

ルを用いる

sex(s)、s’ex(s)、

である。テス

なわち類似

率を求めた。

nset にのみ

ある。コーパ

かを人手で

を求めるこ

めた。 

、拡張１は

文に含まれ

兄弟 synset

り適切な語

、拡張２す

の拡張は逆

脈ベクトル

今回の実験

ルを利用し

関をもつ語
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表

 
4.3 synset の

英語コーパ

クトルに syn

を評価する実

をかけない方

脈ベクトルの

用する方法で

を用いる方法

(' sc

パラメータ

ースラインの

なわちバイア

度はベースラ

て文脈ベクト

をもつといえ

語義ベクト

たが、今回の実

り劣ると結論

では情報が不

な文脈情報の

回、日本語の

日本語の文脈

をかけるなど

 

4.4 問題点の

 (1)コーパス

正解の syn

た。例えば、

{exchange, co

synset {alterna

の原因は使用

「交流」は頻

ど含まれない

コーパスに依

ーパスを用い

(2) 対訳辞書

日本語 Wo

対訳辞書を介

3 : synset の文脈

の文脈ベクトル

パスから抽出し

nset 定義文を用

実験を行った。ベ

方法も実行した

の和を求め、上位

である。すなわ

法である。 

/,() K= ivs σ

タ k のいくつか

の Top n の精度

アスを控えめに

ラインを上回っ

トルにバイアス

える。 
トルの最もよい

実験だけで文脈

論づけるのは危

不足しているこ

の利用方法を検

の単語の文脈ベ

脈ベクトルにつ

どの改良が考え

の検討 
依存性 

nset との類似度

テストセット

ommutation, …

ating current, …

用した毎日新聞

頻出するが、後

いためである。

依存する。した

いた結果をマー

書のカバレッジ

ordNet に含まれ

介した synset 候

脈ベクトルの評価

ル生成方法の評

した synset 構成

用いてバイアス

ベースライン

た。synset s に含

位 k の値をもつ

わち、次のよう

),((∑
∈sv

ivvασ

かの値について

度を表 3 に求め

にした場合以外

った。synset
スをかけるこ

い場合（1c）よ

脈ベクトルが語

危険である。語義

ことは明らかで

検討することが

ベクトルをその

ついても語義に

えられる。 

度が非常に低い

ト中の名詞「交

…}とは類似度

…}とは類似度

聞コーパスでは

後者の意味の「

このように提案

たがって、さま

ージすることが

ジ 

れる正解 synse

候補として選定

価実験 

評価実験 
成単語の文脈ベ

スをかける方法

としてバイア

含まれる語の文

つ次元のみを採

な文脈ベクトル

),)) K⋅  

て、提案方法とベ

めた。k=10、す

外、提案方法の精

の定義文を用

とが一定の効果

り精度は低か

語義ベクトル

義ベクトルだ

であり、より有効

が必要である。今

のまま用いたが

によるバイア

い場合がみられ

交流」は、syns

が高かったが

が低かった。

は、前者の意味

交流」はほと

案方法の結果

ざまな分野の

が必要である。

et の中で、日英

定されないも

ベ

法

ス

文

採

ル

ベ

す

精

い

果

っ

よ

け

効

今

が、

ス

れ

set 

、

そ

の

ん

は

コ

 

英

の

があ

務」

に対

は、

が登

辞書

多く
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研究
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トル

トル
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